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地域活性化・地域住民生活等緊急支援交付金（地方創生先行型）

評価・検証について 

１．はじめに 

地域活性化・地域住民生活等緊急支援交付金（地方創生先行型）

（以下「先行型交付金」）は、まち・ひと・しごと創生法の規定に

基づき、甲賀市版総合戦略、『甲賀流まち・ひと・しごと創生総合

戦略』（以下「総合戦略」）の策定に先行し、総合戦略に位置付が

見込まれる１２事業（内、総合戦略策定事業は検証・評価しない）

を平成２７年度（平成２６年度繰越）に実施し、これら事業に要

した費用を国から交付されたものです。 

 

２．目的 

 先行型交付金を活用した事業については、その結果を検証し外

部有識者等による評価を受けることが、内閣府から示されており

ます。  

 事業完了にともない、事業における重要業績評価指標（ＫＰＩ）

の指標値に対する実績値及び実績効果、実績値測定方法、事業効

果について検証した「平成２７年度地域活性化・地域住民生活等

緊急支援交付金（地方創生先行型）に係る事業実施報告書」を別

紙にまとめました。 

 

３．効果検証 

 事業の達成度や充実度を高めるため、今後の方針について検証

した結果を示しておりますので、「甲賀市総合計画策定審議会」か

らのご意見を賜るものです。 

 なお、事業ごとに検証シートを作成しておりますので、ご意見

やご指示があれば、「９．ご意見等」の欄にご記入いただき、事務

局までお送りください。 

 

【お問合せ・ご意見等送付先】 

 事務局 （政策推進課 担当：出嶋） 

   電話  ：０７４８－６５－０６７０ 

   FAX    ：０７４８－６３－４５５４ 

    E-mail ：koka10041000@city.koka.lg.jp 

 

                                                           
 
 



 

 

 

 

【所管課室】 総合政策部 政策推進課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

良質な雇用（医療産業等の集積）の充実、古い街並みなどの歴史的景観、自然環境の

豊かさなど、魅力を PR し、知名度を高めることにより、東京圏や都市部からの移住者

受け入れを推進する。 

 また、県の移住交流促進協議会との連携により、都市部への発信力を強化する。 

１．事業概要

【甲賀の國づくりプロジェクト事業】 

移住定住促進事業 

 ８，８５１，５９２ 円（内交付金充当額：８，７６０，０７２円） 

２．実績額 

指標① ：空き家バンク登録件数        （指標値） １０件 

指標② ：移住相談者数（電話・相談会含む）  （指標数） ２０人 

３．目標ＫＰＩ(重要業績評価指標) 

指標① ：空き家バンク登録件数        （指標値）  ０件 

指標② ：移住相談者数（電話・相談会含む）  （指標数） １４人 

４．事業終了後の実績値 

事業効果 ：本事業は効果があった。 

測定方法 ：窓口及び移住フェアにおける相談人数 ※「空き家バンク」H28.4.1 開始

理  由 ：市内１７社の不動産業者との連携により、甲賀市空き家バンクを発足する

ことができた。 

５．事業効果及び実績測定方法、その理由 

今後の方針 ：本事業は効果があり更に発展させる。 

方針理由  ：移住コーディネーターの機能を強化し、空き家の掘り起しを行うことで

成約件数をのばす。 

６．実績値を踏まえた今後 
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○移住コーディネーターの機能を強化し、広報戦略にも力を入れるとともに、地域市民

センターが担い手となり自治振興会や区、自治会と連携し、空き家バンク登録件数及

び利用希望者登録の増加につなげる。 

○空き家バンクを利用した移住者への支援など、次の一手が必要である。 

 

  

             

７．総括 

８．取り組み風景など 

 

  

             

９．ご意見等 
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【所管課室】 産業経済部 商工政策課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

優秀な人材を求める市内企業と甲賀市内に就職を希望する大学生など若年求職者と

の合同就職面接会を開催するにあたり、より多くの求職者の参加が図れるよう参加しや

すい環境づくりを行う。 

具体的には、県内や近隣府県の学生等に幅広くＰＲをするとともにＪＲ草津駅やＪＲ

貴生川駅から送迎バスの運行、企業見学会の開催等を夏に実施する。また、出産を機に

離職したなど、子育て中の女性就労再チャレンジ支援として、キャリアカウンセラーな

どによる就労カウンセリング等の就職相談会を開催する。 

１．事業概要

【甲賀の國づくりプロジェクト事業】 

ＪＯＢフェア事業 

 １，３５０，０００ 円（内交付金充当額：１，３５０，０００円） 

２．実績額 

指標① ：ＪＯＢフェア参加者数        （指標値） １５０人 

３．目標ＫＰＩ(重要業績評価指標) 

指標① ：ＪＯＢフェア参加者数        （指標値） １２４人 

 

４．事業終了後の実績値 

事業効果 ：本事業は相当程度の効果があった。 

測定方法 ：甲賀ＪＯＢフェア出展事業所への就職者数 

理  由 ：甲賀市内の企業をＳＮＳなどでも紹介し、甲賀市ではたらきたいという若

年求職者を効果的に集めることができた。 

５．事業効果及び実績測定方法、その理由 
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 ○企業（市工業会）や関係団体との連携を強固なものとし、企業の魅力を発信するリ

ーフレット（※H27 交付金で制作）やＳＮＳなどを活用した広報戦略を更に強め、

ＪＲ琵琶湖沿線や大学が集まる都市部で開催することで、若者の雇用確保と合せ若

者のＵターン、Ｉターン就職が期待できる。 

今後の方針 ：本事業は効果があり更に発展させる。 

方針理由  ：企業との連携をより強め、市内での開催にとどまらず、市外・県外でも

開催し、企業が求める若者をさらに集め、マッチングを促進させる。 

６．実績値を踏まえた今後 

７．総括 

８．取り組み風景など 

９．ご意見等 
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【所管課室】 産業経済部 商工政策課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内陸型工業集積地であり、平成１８年以降、県内工業出荷額第１位である本市は、も

のづくり企業が活発な生産活動をしている一方で、現場で働く若い人材の確保が経済界

（市工業会）の課題となっている。 

そこで「ものづくり」や働くことの魅力を冊子にまとめ市内外の高校生などに広くＰ

Ｒし、市内企業への就労を促し、人材確保ともに人ロの流入や定着につなげる。 

また、次年度以降雇用機会の拡大につながるトライアル雇用制度を創設し人口流入を

促進する。 

１．事業概要

【甲賀の國づくりプロジェクト事業】 

市内企業の魅力発信 

 １，０８０，０００ 円（内交付金充当額：１，０８０，０００円） 

２．実績額 

指標① ：ＪＯＢフェア市外参加者数（対前年比） （指標値） １０％ 

指標② ：ＰＲ冊子を活用した問合せ件数     （指標数） １０件 

３．目標ＫＰＩ(重要業績評価指標) 

指標① ：ＪＯＢフェア市外参加者数（対前年比） （指標値） １３％ 

指標② ：ＰＲ冊子を活用した問合せ件数     （指標数）  ４件 

４．事業終了後の実績値 

事業効果 ：本事業は効果があった。 

測定方法 ：ＰＲ冊子を配布先した県内外高等学校で、進路指導における冊子活用の有

無 

     ※県内９校（内市外５校）、県外１校 何れも工業系及び総合学科 

理  由 ：進路指導で活用いたくことで、本市のものづくり企業をＰＲし、就職時の

選択肢として認識していいただけるものと感じている。 

※制作が２月末となり一定の成果が期待できるのは、平成２８年度実績 

５．事業効果及び実績測定方法、その理由 
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掲載企業（市内）１０社 

 

 

 

○冊子をより効果的に活用するために、ＳＮＳなどを活用した広報戦略を更に強め、

本市の“ものづくり”企業の魅力を高める必要がある。（シティー・セールス推進）

○今後市内で整備させる甲賀北工業団地などに合せ、新たな魅力ある企業の誘致や

起業された場合には、リニューアルを検討する必要がある。 

今後の方針 ：事業内容の見直し（改善）を行う。  

 

方針理由  ：冊子の活用目的は、ものづくり企業で「はたらく」「企業を紹介する」

ことであり、毎年更新するものではない。但し、新たな企業（職種）等

が発生した場合は更新する。 

６．実績値を踏まえた今後 

７．総括 

８．取り組み風景など 

９．ご意見等 
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【所管課室】 農業振興課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

甲賀市の特産品であるお茶をはじめ農産品の市場価格が低迷している中、新たな市場

を確保するため、国内だけでなく海外の市場も視野にいれ、農産品や加工品を市場ニー

ズにマッチさせることで需要を喚起し、農業従事者の安定的な収入確保のため支援を行

う。 

１．事業概要

【甲賀の國づくりプロジェクト事業】 

ふるさと創業支援事業 

 ２，３２５，０００ 円（内交付金充当額：２，３２５，０００円） 

２．実績額 

指標① ：新規起業、商品開発者数  （指標値） １０人（件） 

３．目標ＫＰＩ(重要業績評価指標) 

指標① ：新規起業、商品開発者数  （指標値）  ７人（件） 

     ※新規商品開発１件、既存商品改良６件 

４．事業終了後の実績値 

事業効果 ：本事業は相当程度の効果があった 

測定方法 ：市内農産物を用いた新商品開発及び商品改良等への取組事業者件数 

理  由 ：嗜好品ではなく、デザイナーや料理研究家などを起用することで、市場ニ

ーズにマッチした商品力や訴求力が高い商品への取り組みについての意

識改革ができた。 

５．事業効果及び実績測定方法、その理由 

今後の方針 ：事業内容の見直し（改善）を行う 

方針理由  ：農業分野に加え、商工業分野にも幅を広げ、継続した起業や新商品開発

等への支援を行うことで、本市資源を活かした地域振興につなげる。 

６．実績値を踏まえた今後 
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       商品開発          パッケージ開発（改良） 

    

 

 ○甲賀市をイメージさせるパッケージや甲賀市らしい素材（原材料）を使用した商品

力の向上だけでなく、産業分野と農産分野における創業への支援策を研究・検討す

る。加え、創業（起業）者を増やすために、開発から販路まで一連した施策への展

開が必要である。 

７．総括 

８．取り組み風景など 

９．ご意見等 
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【所管課室】 産業経済部 商工政策課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

和食がユネスコ無形文化遺産に登録されるなど、食文化とともに日本の陶器（器類）

にも関心が高まっている。 

甲賀市の伝統産業の一つ信楽焼や甲賀野菜の新たな海外販路を獲得するため、市場調

査など行い、陶器や農産品などの海外販売ルートの開拓を行う。 

 また、国内の新たな販路開拓のため、新商品開発や戦略策定、展示会への出展等の

支援を行う。 

１．事業概要

【甲賀の國づくりプロジェクト事業】 

海外販路開拓事業 

 ６，８４８，２８０ 円（内交付金充当額：６，８４８，２８０円） 

２．実績額 

指標① ：新たな販路開拓数  （指標値） １ルート 

３．目標ＫＰＩ(重要業績評価指標) 

指標① ：新たな販路開拓数  （指標値） １ルート 

     ※商談件数１２９件 

４．事業終了後の実績値 

事業効果 ：本事業は効果があった。 

測定方法 ：海外在住コーディネーターを通じた。出展した展示会の販売実績の有無 

理  由 ：世界遺産「和食」に注目し、食・器を見せるをこと前面に出した展示会に

出展したことで、先ずは、世界の料理関係者に陶器（器）をＰＲすること

ができた。また、料理関係者へのアプローチを足掛かりに、新たな販路獲

得に向けた仕組みができつつある。 

５．事業効果及び実績測定方法、その理由 
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 ○海外志向商品となるよう、本事業で確認した市場ニーズなどから、新たな商品開発

や商品の改良につなげることが必要であり、加え、継続した市場へのアプローチが

必要である。 

 ○継続した国内外のプロデューサーの確保と流通ルートを強固なものとすることで、

更なる販路拡大につなげることが必要である。 

今後の方針 ：本事業は効果があり更に発展させる。 

方針理由  ：国内の料理関係者へのアプローチを強め、海外市場の獲得と首都圏を中

心とした国内市場の販路拡大につなげる。 

６．実績値を踏まえた今後 

７．総括 

８．取り組み風景など 

９．ご意見等 
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【所管課室】 産業経済部 観光企画推進室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

甲賀市は、“甲賀流忍者”の故郷としてのイメージはあるものの、「忍者」を活用し

た取組みは、これまで一部（甲南町・甲賀町）の地域に限られてきた。 

日本を代表するクールコンテンツ「忍者」を、先ずは観光資源として市全体で活用す

ることで、これまで集客の弱かった（ファミリー層、外国人など）客層をターゲットに

集客し交流人口が増加する事業を展開する。 

また、忍者をキーワードとした全国市町との広域連携も進める。 

 

１．事業概要

【甲賀の國づくりプロジェクト事業】 

「忍者」活用観光戦略事業 

 ２３，９３２，２９５ 円（内交付金充当額：２３，５９５，２９５円） 

２．実績額 

指標① ：市・観光協会ＨＰ閲覧数（前年比）  （指標値） １０％増 

３．目標ＫＰＩ(重要業績評価指標) 

指標① ：市・観光協会ＨＰ閲覧数（前年比）  （指標値） ９．３％増 

     ※閲覧数値：(H26)500,775 件 →(H27）547,220 件 ＜前年比 109.3％＞ 

４．事業終了後の実績値 

事業効果 ：本事業は効果があった。 

測定方法 ：市ホームページ（「観光コンシェルジュ」）及び観光協会ホームページ(甲

賀市観光協会・信楽町観光協会)のアクセス数。 

理  由 ：国内外から多くの観光客を呼び込むためには、まずは情報の発信が重要で

あり、入込客数の増加にもつながる。 

５．事業効果及び実績測定方法、その理由 
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 ○「忍者」は、総合戦略の核となり地域振興の先導的な役割を担うことで進めている。

○シティセールスでも、他市とは差別化され“本物感”を打ち出した「甲賀流」忍

者をアンブレラとした施策を全国に発信する。 

○忍者をテーマとした戦略をもとに、総合戦略計画期間である平成３１年までに観

光産業だけでなく、本市の地域資源を活かし、地域経済の活性化を目的とした組

織、仕組みづくりを進める必要がある。 

今後の方針 ：本事業は効果があり更に発展させる。 

方針理由  ：甲賀流忍者の末裔（子孫）や文献、忍者道具が確認され、本物の忍者（忍

術）がいたまちとしても歴史的に裏づけされた。今後、甲賀流忍者の“甲

賀流”本物感をセールスポイントとした施策を検討し、他市との差別化

をはかりながら事業を展開する。 

       ※忍者の末裔（子孫）数：市内 88 世帯 

６．実績値を踏まえた今後 

７．総括 

８．取り組み風景など 

 

  

９．ご意見等 
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【所管課室】 産業経済部 観光企画推進室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

甲賀市内にある両観光協会は任意団体であり、法人格を持っていない。また、旅行業

務取扱管理者の資格を有する者がいないため、観光商品を自ら売り出すことはできな

い。 

また、例年決まった行事の繰り返しが多く、新しい取組みが乏しい。 

これらを解消し、新たな取り組みを企画できる職員を育成することで、観光協会の自

立化を図る。 

１．事業概要

【甲賀の國づくりプロジェクト事業】 

観光協会エキスパート職員育成事業 

 ８，０００，０００ 円（内交付金充当額：３，２００，０００円） 

２．実績額 

指標① ：旅行業務取扱管理者資格者数  （指標値） ２人 

３．目標ＫＰＩ(重要業績評価指標) 

指標① ：旅行業務取扱管理者資格者数  （指標値） １人 

４．事業終了後の実績値 

事業効果 ：本事業は効果があった。 

測定方法 ：旅行業務取扱管理者資格者数 

理  由 ：観光協会の組織の充実につながった。 

５．事業効果及び実績測定方法、その理由 

今後の方針 ：事業内容の見直し（改善）を行う。 

方針理由  ：観光協会職員の専門的な技術の習得と合せ、観光協会の運営及び自主財

源確保に向けた取り組みを検討、実施する。 

６．実績値を踏まえた今後 
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 ○本事業で観光協会職員が取得した、旅行業務取扱管理者資格を活かした収益事業の

検討を始め、両観光協会が自主財源を確保し、自律的、継続的に運営できるための

ありかたについて検討し、先ずは、忍者をキーワドとした観光ツアーなど具体的な

取り組みを進める必要がある。 

７．総括 

８．取り組み風景など 

９．ご意見等 
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【所管課室】 教育委員会事務局 歴史文化財課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市の中心部に位置し、古の歴史を象徴するまちづくりのランドマークとして存在する

水口岡山城跡を、市民が我が町の歴史の象徴として誇りを持ち、地域の活性化や観光振

興の核とするための舞台として活用し情報発信にも努める。 

１．事業概要

【甲賀の國づくりプロジェクト事業】 

水口岡山城発信事業 

 ９６６，５６４ 円（内交付金充当額：９６６，５６４円） 

２．実績額 

指標① ：歴史フォーラム参加者数  （指標値）  ２００人 

指標② ：イベント参加者数     （指標値）４，０００人 

３．目標ＫＰＩ(重要業績評価指標) 

指標① ：歴史フォーラム参加者数  （指標値）  ２５７人 

指標② ：イベント参加者数     （指標値）２，５００人 

４．事業終了後の実績値 

事業効果 ：本事業は効果があった。 

測定方法 ：歴史フォーラムの参加者数は受付での名簿記録数。 

イベント主催者である水口岡山城の会カウント。 

理  由 ：水口岡山城の調査成果を積極的に発信することで、市民の関心度を更に高

めることができた。加え、水口岡山城の会との連携も強化できた。 

５．事業効果及び実績測定方法、その理由 

今後の方針 ：本事業は効果があり更に発展させる。 

方針理由  ：水口岡山城の会や観光部局とも連携し、東海道などの資源も活用した“ま

ちづくり”の視点も合わせ進める。加え、文化財の観点から、市民に魅

力、興味を示していただける歴史フォーラムとなるよう工夫する。 

６．実績値を踏まえた今後 
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○各団体の責任と役割を明確化にする必要がある。 

 ①水口岡山城の会：主に市民を対象としたソフト事業 

②観光企画推進室：主に市外を対象とした広報・ソフト事業 

③歴史文化財課：主に学術調査・ハード事業 

○次年度からの事業の展開を発展する必要がある。 

 ・今後も、「現地調査」や「歴史フォーラム」、「探訪イベント」を実施するが、結果

及び成果を検証し、東海道（市街地）も巻き込んだ事業に発展させ、市民が誇れる

地域資源に向けた事業となるよう段階的に取り組みを進める。 

７．総括 

８．取り組み風景など 

９．ご意見等 
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【所管課室】 産業経済部 林業振興課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

甲賀市は国内有数の良質を誇る木材の提供地であったが、木材価格の低迷等から森林

管理に課題を抱えている。 

これら林内に放置されている未利用材を搬出し地域通貨と交換する活動団体（自伐林

家）の取り組みを支援することにより、山林の放置林の間伐を促進し地産地消の取り組

みを進め、地域経済の活性化を促す。 

１．事業概要

【甲賀の國づくりプロジェクト事業】 

木の駅プロジェクト支援事業 

 １，０００，０００ 円（内交付金充当額：１，０００，０００円） 

２．実績額 

指標① ：間伐材搬出量     （指標値）  ２００ｔ 

 

３．目標ＫＰＩ(重要業績評価指標) 

指標① ：間伐材搬出量     （指標値）  ２６４ｔ 

     ※未利用材（間伐材）搬入事業者数：３５人 

４．事業終了後の実績値 

事業効果 ：本事業は効果があった。 

測定方法 ：甲賀チップ入荷管理台帳、作業日報で確認 

理  由 ：地域の森林資源が地域通貨（モリ券）に変換、流通したことで地域振興に

つながった。また、森林環境保全と地域振興に貢献する取り組みについて

も支援できた。 

５．事業効果及び実績測定方法、その理由 

今後の方針 ：事業内容の見直し（改善）を行う 

方針理由  ：未利用材を木質チップなどの再生可能エネルギーに変えることで、自治

振興会などが主体となり取り組むコミュニティービジネスへ発展させ

る。

６．実績値を踏まえた今後 
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○未利用材の新たな活用の可能性について先進地などを参考に研究を進め、木質チ

ップを利用した熱エネルギーへの転換など、新たなビジネスモデルの構築つなげ

ることが必要である。 

７．総括 

８．取り組み風景など 

９．ご意見等 
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【所管課室】 総合政策部 政策推進課 

産業経済部 農業振興課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

近年における少子化の背景となっている若者の晩婚化や結婚に魅力を感じない世代

に対し、本市の結婚相談所登録者だけでなく、商工関係の事業所などとも連携を図り、

出会いや交流の場を増やすことで結婚を促し、定住人口確保につなげる。 

１．事業概要

【甲賀の國づくりプロジェクト事業】 

結婚支援事業 

 １，５９８，０６４ 円（内交付金充当額：１，０７８，０２９円） 

２．実績額 

指標① ：結婚相談所への新規登録者数   （指標値）  ６０人 

指標② ：カップリング数          （指標値）   ２件 

３．目標ＫＰＩ(重要業績評価指標) 

指標① ：結婚相談所への新規登録者数   （指標値）  ６３人 

     ※累計登録者数 ２０９人（H27 年度末）、登録３年で再度公募となる 

     ※結婚相談員による相談回数：年間２２回（２５７件） 

指標② ：カップリング数          （指標値）   ６件 

     ※これまでの成婚数：H27:6 件、H26:5 件、H25:4 件、H24:2 件、H23:3 件 7

     ※魅了アップセミナー開催、パーティー４回（参加計：男 104、女 68） 

４．事業終了後の実績値 

事業効果 ：本事業は相当程度の効果があった。 

測定方法 ：結婚相談所への新規登録者数 

結婚相談登録者の成婚件数 

理  由 ：市内登録者の結婚成立により、少子化抑制の効果が期待できる。 

５．事業効果及び実績測定方法、その理由 

今後の方針 ：本事業は効果があり更に発展させる。 

方針理由  ：市結婚相談員による相談事業に加え、魅力アップセミナーなどの講座や

イベントなど婚活に必要となる支援を拡充し、継続した求婚者への支援

を実施する。 

６．実績値を踏まえた今後 
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○結婚サポートシステムの強化 

 ・これまでの結婚相談員（農林漁業後継者育成制度の継承、相談員：１２名）との連

携を強固なものとし、求婚登録者を増加させるとともに、婚活から成婚まで民間事

業者と連携したサポート体制、システムを新たに構築する必要がある。 

７．総括 

８．取り組み風景など 

９．ご意見等 
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【所管課室】 産業経済部 観光企画推進室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本を代表するクールジャパンコンテンツとしての「忍者」のブームを加速させるこ

と。 

（事業概要） 

○フィクションやファンタジーとしての忍者ではなく、日本固有の本当の忍者とし

てのＰＲ（ブランディング） 

○日本忍者のツール、聖地と言われる甲賀市からの話題づくり、「のろし」をあげ

るプロモーション（のろし：２月「忍者復活祭イベント」） 

○忍者をテーマとしたＰＲイベントを連動し実施（「忍者の日」記念事業として実

施想定） 

１．事業概要

【甲賀の國づくりプロジェクト事業】 

忍者を活用した観光誘客推進事業 

 １４，５５０，０００ 円（内交付金充当額：１４，５５０，０００円） 

  ※「忍者活用観光戦略事業」の上乗せ交付金（タイプⅠ）を活用し実施 

２．実績額 

指標① ：観光客入込客数（対前年同期比） （指標値） ２％ 

３．目標ＫＰＩ(重要業績評価指標) 

指標① ：観光客入込客数（対前年同期比） （指標値） １％ 

     ※実績数値：(H26)2,887,900 人 →(H27）2,930,900 人＜前年比 101.4％＞ 

４．事業終了後の実績値 

事業効果 ：本事業は効果があった。 

測定方法 ：観光客入込客数 

理  由 ：観光入込客数の増加により、交流人口が増加し経済の活性化につながる。

５．事業効果及び実績測定方法、その理由 
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○「忍者」は、総合戦略の核となり地域振興の先導的な役割を担うことで進めてい

る。 

○シティセールスでも、他市とは差別化され“本物感”を打ち出した「甲賀流」忍

者をアンブレラとした施策を全国に発信する。 

○忍者をテーマとした戦略をもとに、総合戦略計画期間である平成３１年までに観

光産業だけでなく、本市の地域資源を活かし、地域経済の活性化を目的とした組

織、仕組みづくりを進める必要がある。 

今後の方針 ：本事業は効果があり更に発展させる。 

方針理由  ：忍者のまち甲賀をＰＲするスタートＵＰ事業「忍者復活祭」を実施した

ことで、市民やメディアを巻き込むことができた。今後、甲賀流忍者の

“本物感”をセールスポイントとした施策を進め、他市との差別化をは

かりながら、本市独自の事業を展開する。 

６．実績値を踏まえた今後 

７．総括 

８．取り組み風景など 

９．ご意見等 
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